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第 1 章 研究の背景 

21 世紀は知識基盤社会と言われ、幅広い知識と柔軟な思考力により主体的に社会参加し

ていくことが求められる。大学教育においてもこのような社会の変化や求められる能力、資

質の変化を背景に 2011 年にキャリア教育が義務化された。 

大学における日本語教員養成課程は日本語教員という職業に直結する教育課程とも捉え

られるが、修了後日本語教員になる卒業生は決して多くはないのが現状である。 

そこで、本研究では、日本語教員養成課程を履修し、日本語教育実習に参加した学士課程

の学生の大学入学から卒業までの履修選択及び職業選択と、それに伴うキャリア意識の変

容に注目した。学生の履修選択及び職業選択に影響を与えた社会的要因や意識を明らかに

することは大学教育の説明責任となり、また日本語教育のみならずキャリア教育及び大学

教育に対するプログラム評価にも意義あるものと考える。 

 

第 2 章 先行研究 

第 2 章では、研究課題解明のために、まずキャリア、およびキャリア教育に関する先行研

究について概観し、キャリア教育で注目されている体験型学習、教育実習を取り上げた。 

キャリアの定義は時代とともに、人の持つ固定的な特性という捉え方から、発達や役割に

応じて変容するものへ、そしてライフテーマによって主体的に選択したり、形成したりする

個別性、固有性を有するものという捉え方へと変化してきた（渡辺他 2018）。後期近代では

職業選択に対して社会的構造による制約が小さくなったためにより個人のエイジェンシー

が職業選択に影響を与えるようになり（乾・児島 2014）、学校から仕事への移行の道筋が多

様化している（溝上・松下 2014）ことが指摘されている。 

日本のキャリア教育は初等・中等教育から開始され、多様で幅広い他者との関わりから労

働や社会の仕組みの理解を目指すものとなっている。2011 年には大学教育においてもキャ

リア教育が義務化された。大学におけるキャリア教育では取組前後の尺度測定によりキャ

リアに対する態度や自己肯定感、職業観などの変容を言及する研究が散見される（中間 2008、

高橋・山口 2012、梅沢・田澤 2013 など）。教育実習についても教育実習の経験が教師観や

こども観に影響を与えることを量的研究により指摘している（貫井他 2001、西松 2008、三

島 2007,2009 など）。しかし、個別性、固有性を有するキャリアを捉えるには質的研究から

の視点も必要であり、また、意識変容だけでなくそれに伴う行動変容や職業選択も分析、考

察の範囲に含める必要があろう。 

日本語教育実習は、初等・中等教育現場での実習（以下学校教育実習とする）と異なり実

習期間や対象学習者、実習受け入れ機関などが多様である。また異文化との接触や移動が伴

う。これに関連し、言語教育とアイデンティティに関する視点も求められる。学習観の変遷
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にも言及したうえで本研究は社会文化的アプローチの視点に立つこととした。そして、本研

究におけるキャリアを「職業生活上の役割も含みながらも、生涯における自己の生き方に対

する意味づけ、価値付けも含む広義なもの」と定義し、研究課題を提示した。 

研究課題は（1）日本語教育実習生はどのように日本語教員養成課程へ参加したのか。そ

の参加を促したものは何か、（2）日本語教員養成課程に参加することでどのようなキャリア

意識の変容があったのか、という 2 点である。 

 

第 3 章 研究方法と調査概要 

第 3 章では本研究で用いる複線径路等至性アプローチ（Trajectory Equifinality Approach:

以下 TEA とする）について詳述した。TEA は時間が持続する中での対象や現象の変容プロ

セスを捉え、社会的要因を分析対象とすることが可能である。TEA の中心的概念である複

線径路等至性モデル（Trajectory Equifinality Model:以下 TEM とする）では、ある地点か

らある地点までの径路を TEM 図により描き、複数の質的データであっても 1 つの図表にコ

ンパクトに可視化できるという特徴がある。 

調査協力者は首都圏にある A 大学文学部に在籍し、日本語教員養成課程（以下Ａ大学日

本語教員養成課程を日本語教員養成コースとする）を修了した学士課程の学生 12 名である。 

Ａ大学の学習環境については、教職を目指す学生が多いこと、文学部においては、教職コー

ス及び日本語教員養成コース、図書館司書コースなど資格取得コースが複数あり、入学後に

コース登録を行うことを述べた。また日本語教員養成コースにおいては、主専攻と副専攻が

あり、主専攻では 1 科目以上の日本語教育実習が必須となっていること、日本語教育実習

は海外実習 2 つ、国内実習（学外）1 つ、国内実習（学内）3 つの合わせて 6 つのプログラ

ムが実施されていることを説明した。 

 データは TEM の方法に準じ一人 2 回から 3 回の半構造化インタビューにより収集した。 

 

第 4 章 調査結果と分析 

第 4 章では、TEM を用い履修選択と職業選択の視点から調査協力者 12 名の大学入学か

ら卒業に至るまでの径路を TEM 図に描き類型化した。その結果、調査協力者の大学入学か

ら日本語教員養成コース修了、即ち大学卒業までの履修選択及び職業選択の径路は 4 つの

径路に類型化された。 

1 つめは、入学前または入学直後から日本語教員を目指して日本語教員養成コースに参加

をし、日本語教員となった「日本語教員直進型」である。この径路型の共通点は、参加した

複数の日本語教育実習の種類や順序には多様性が見られるが、将来像は一貫して日本語教

員だった点である。 
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2 つめは「葛藤経験型」である。この径路型は日本語教員養成コースに参加したことで入

学前には想定していなかった日本語教員を職業選択肢として考えるようになり、悩みなが

ら職業を選択する径路を辿る。共通点として複数の日本語教育実習履修が挙げられるが、卒

業後の径路は日本語教員と学校教員とに分かれている。 

3 つめは入学前から学校教員を目指し学校教員となった「学校教員直進型」である。キャ

リア形成の中心的な活動として日本語教員養成コース以外の活動が存在するが、そこでの

自己効力感の高まりの中で日本語教育実習が選択されているという共通径路が見られた。 

4 つめは職業とは関連性の薄い自己の目的達成のためにコースを履修した「自己目的型」

である。各自の課題が異なるため、参加した日本語教育実習や履修時期には異なりがあるが、

一般企業等への就職活動への影響を考慮した径路選択となっている点に共通性が見られた。 

 この 12 名の類型化した TEM 図から日本語教員となる径路の分岐点は、「4 年次前に日本

語教育実習に参加する」ことと「積極的に複数の実習に参加する」ことの 2 点であると捉え

られた。即ち、日本語教員になった調査協力者は、4 年次前に日本語教育実習に参加し、そ

の後積極的に複数の日本語教育実習に参加をしたという共通した径路を有していることが

明らかになった。ただし、同様の径路を辿った調査協力者であっても、葛藤の末、学校教員

を選択した葛藤経験型に属する者や、日本語教員を将来像とすることはなく一般企業に就

職した自己目的型に属する者もいた。これは経験から生成されるキャリア意識の変容が、個

別的、固有的なものであることを支持するものである。 

また、多様な径路を描いた 12 名の TEM 図において、全員が通過した必須通過点は、履

修制度上の「履修ガイダンス」と「コース登録」の 2 点が設定できた。 

そして、この類型化から、日本語教員養成コース履修者は日本語教員を目指す学生だけ

ではないこと、コース履修途中から日本語教員志望に変わる学生がいることが履修選択の

径路とともに可視化できた。 

  

第 5 章 考察－社会的要因の分析から－ 

 第 5 章では、「日本語教育実習生はどのように日本語教員養成課程に参加したのか。その

参加を促したものは何か」という研究課題（1）の解明のため、類型別に TEM 図に表れた

社会的要因の分析、考察を行った。 

その結果、社会的要因は大学の履修制度や教員採用試験などの「制度的要因」、家族や教

員、学習者などの「人的要因」、経済的要因や就職に対する言説などの「社会環境的要因」

および「その他」に大別することができることを指摘し、それぞれの類型別に特徴について

論じた。 

日本語教員直進型では、「制度的要因」として自由意思による複数のコース選択、履修科

目選択が保証されている履修制度に注目した。日本語教員直進型にとって、教職コースとの
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同時履修が可能であるという制度的要因は、その履修の選択、継続を意味づけることで自身

の日本語教員コースへの向き合い方を問い、将来像を具体化する文脈を形成していた。また

複数の日本語教育実習の履修選択は各自が認識した異なる課題の解決の場となっていた。

自由に選択できるコースや実習は、学習機会に主体的にかかわるプロセスを保証している。

これは、主体的に学習機会を選択し、実践共同体にかかわるという自己決定型学習の要素を

含む社会的要因となっていることを指摘した。「人的要因」については、身近な日本語教員

や実習の先輩などが挙げられた。彼らは調査協力者自身の将来像を投影するキャリア・モデ

ルとなっているだけでなく、円滑な実践共同体への参加が可能となるよう、情報提示の調整

や支援を行い、日本語教員になる径路をスキャフォールディングにより導いていることを

述べた。 

次に、葛藤経験型では「制度的要因」として、日本語教育への興味関心に関係なく、コー

ス概要を周知する履修ガイダンスと登録後も取り消し可能なコース登録制度が挙げられた。

ガイダンスは入学直後の全学生を対象とすることで日本語教員志望以外の学生にも日本語

教員養成コースを認識させ、単位取得や登録制度の情報を与え、具体的な大学入学から卒業

までの履修径路の見通しを可能にする。この要因は葛藤経験型だけでなく学校教員直進型

や自己目的型においても見られ、日本語教員養成コースへのアクセスを容易にする促進要

因となっていた。「人的要因」は時間の流れとともに、家族などの身近な人物から日本語教

育実習で関わる人々へと変化が見られた。日本語教育実習後は、日本語教育実習で関わる多

様な人々が挙げられた。多様な立場からの教育文化に根差した視点からの評価や反応が日

本語や日本語教育に対する評価に新しい意味づけを可能にし日本語教員養成コース履修の

継続を促進していた点に特徴が見られた。「社会環境的要因」としては就職に対するいくつ

かの言説が挙げられた。職の安定性及び雇用状況などの職業に対する社会的評価、日本語教

員就職に関する情報へのアクセスの難しさなどの「社会環境的要因」は阻害要因としても捉

えられるが、それらの要因により日本語教員への径路が断念されるのではなく、具体的な情

報の収集などより積極的な行動によって課題を解決しようとする方向付けともなっていた。 

学校教員直進型では、それぞれの協力者には日本語教育以外にキャリア形成につながる

中心的活動があり、その周辺的活動として日本語教育実習は位置づけられた。そのため、中

心的活動を阻害しない行動的、心理的及び時期的なアクセスの容易さが見通せる社会的要

因により日本語教育実習や日本語教員養成コースへの参加が促進されると結論付けられた。 

自己目的型では、「制度的要因」として日本語教員になることだけを目的としない大学の

授業という側面が、キャリア形成ではなく自己アイデンティティの反映のための履修であ

っても十全的参加が可能となり、参加を促すことを指摘した。 

ただし、それぞれの要因は各類型に独立して存在するものではなく、履修ガイダンスなど

に見られるように他の類型にも共通の要因として存在しているものもある。「その他」の要

因として取り上げたリアリティ・ショックもそうである。高校から大学への移行をともなう
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学業的リアリティ・ショックは類型に関係なく見られた社会的要因であるが、このリアリテ

ィ・ショックの経験が次の径路模索を促し、日本語教員養成コース参加への後押しとなるこ

とを事例とともに記述した。 

 

第 6 章 考察－キャリア意識変容の分析から－ 

 第 6 章では、「日本語教員養成課程に参加することでどのようなキャリア意識の変容があ

ったのか」という研究課題（2）を解明するため、 TEA の TLMG（Three Layers Model of 

Genesis）を用い、4 年間のキャリア意識の変容を考察した。 

履修目的や経験の共通性から類型別にキャリア意識の変容を詳述したが、キャリア意識

及びその変容は個別性、固有性を支持するものであった。しかし、日本語教員養成コースの

特徴による意識変容として次の点が指摘できた。 

まず、4 年間のコースという継続するカリキュラムによる特徴である。継続するコース内

には複数の身近なキャリア・モデルが存在し、その時々での接近を可能にしていた。キャリ

ア発達とともにメンターやメンターの行為に対する評価も変容する事例を提示し、複数の

キャリア・モデルやメンターとの相互行為の重要性とともに同一の人的要因と長期間、関わ

ることでもキャリア意識の変容が促されることを指摘した。同様に、複数の異なる日本語教

育実習への参加経験の蓄積によって教授法などに対する評価が次第に変容する事例をあげ、

複数回にわたる多方面からの促進的記号により意識が変容することを述べた。 

次に、日本語教育実習が学内だけではなく、学外や海外で行われることから、異文化接触

による新しい視点の獲得がキャリア意識にも影響を与えていることを事例とともに示した。 

また、日本語教育実習は教育的文脈の中で十分に考慮された計画により実施されており、

活動に対し複数の立場からの言語化された評価が多用される構造を持つ。この教育的文脈

の中で行われる評価が実習生に自己効力感を感じさせ、自己評価及びキャリア意識の変容

へとつながっていることが明らかになった。そして、多様な立場からの評価は学習者をはじ

めとする他者理解と自己理解を促し、多文化共生を視野に入れた地球市民性の滋養を促す

ものとなると考える。 

本研究では 4 年間を対象としたことで日本語教育実習だけでなく、学校教育実習やサー

クル活動など複数の実践共同体に関わりながら変容していくキャリア意識を具体的文脈と

ともにとらえることができた。 

 

第 7 章 総合考察 

第 7 章では、本研究の分析結果をまとめ、本研究で得た知見をもとに今後の日本語教員

養成コースの在り方を含めキャリア教育としての日本語教員養成コースについてカリキュ
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ラム評価的視点から提言を試みた。 

まず、大学教育における日本語教員養成課程は、日本語教員の養成だけに留まらず、地球

市民性の涵養等広くキャリア教育の場として位置づけられることが本研究の結果からも支

持された。それは日本語教育実習が大学における教育文脈と重なりを持ちながらも社会と

つながる実践活動となっているためである。そのため、日本語教育実習は制度的、教育的に

十分考慮されたプログラムとする必要性を主張した。 

次に、キャリア・モデルやメンターとなる実践共同体内の構成員の重要性を述べた。長期

間にわたるアクセスが容易に可能な構成員の配置とともにキャリア・モデルやメンターに

なりうる構成員の情報収集や情報交流もプログラム設計者には必要な視点になる。 

また、カリキュラム上の開講時期についても言及した。本研究の結果から、日本語教員の

養成に比重を置くのであれば、就職活動が本格化する前に日本語教育に興味を持たせ、次の

日本語教育実習の履修という径路を提示できることが重要である。そして目的の異なる複

数の日本語教育実習の時期をずらして開講することが多様なキャリア・モデルとの接触と

いう観点から望ましい。 

最後に、コースや日本語教育実習に対するアクセスについても指摘した。本研究からは、

ガイダンスにより単位認定と卒業までの見通し、他のコースとの共通性の認識、学びを視覚

化する証明書の存在などが、日本語教育への興味関心を超えてコース登録への径路選択を

促していることが明らかになった。コース登録者を日本語教員志望者に限定しないことで、

のちに日本語教員志望者となる可能性のある履修生が参加できるだけでなく、リアリティ・

ショックを受け新しい径路を模索している学生にも道を開くことになる。 

日本語教育実習へのアクセスについては海外実習では経済的負担の軽減のための費用支

援、精神的な負担軽減のための引率者の同行、魅力のある実習地選定などが、国内実習では

他の実習生とのつながりや学習者との関係構築などが促進要因となる可能性が指摘できる。 

A 大学の日本語教員養成課程は、入学後に選択するコース制であり、コース登録後も登録

取消が可能であり、日本語教育実習も自由選択である。このような履修者による自由選択は、

選択に対する意味づけを常に問い、選択の先にある未来を想像させる。自己の将来の可能性

を自己の履修選択により模索する行為は自律的なキャリア構築を促進する。日本語教育実

習及び日本語教員養成コースは、大学のキャリア教育に大きな役割を担うプログラムとし

て評価できるものと考える。 

 

第 8 章 本研究の意義と今後の課題 

第 8 章では本研究の意義と限界、今後の課題を述べた。本研究の意義は大学における 4 年

間の正課授業活動を対象とし、その中で変容する個別性、固有性のあるキャリアを具体的に

捉えた点と、キャリア支援教育としての履修制度やカリキュラムの在り方の検討の可能性
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を示すことができた点である。 

本研究の限界としては、調査協力者が限られており、数量的多数である日本語教員養成コ

ース副専攻者や、途中でコース履修を放棄したものなど多様な学生の選択径路を描き切れ

なかった点である。 

今後の課題としてはよりマクロな視点から修了生を対象とした考察やよりミクロな観点

から日本語教育実習における実習生の径路選択や社会的要因の分析による日本語教育実習

の内容や方法の検討などが挙げられた。 
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